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 第Ⅱ部のテーマは半途退学者である。第 4 章
は、半途退学者が大量に生まれた明治前半から、
しだいにその数を減らす明治後半から大正期ま
でを比較し、公立を中心とする中学校の性格変
容に着目する。半途退学者の減少はこうした
人々に対するまなざしの変化となって表れてい
た。一方で、半途退学者の減少は、その受け皿
であった東京の私立中学校にも大きな影響を与
えることになる。第 5 章はその変化の過程を追
ったものである。 
第Ⅱ部で示した東京の私立中学校の変容過程
を、さらに別の角度から検討したものが第Ⅲ部
であった。第 6 章は東京の私立中学校の利用者
層に注目する。「上京」の衰退と歩調を合わせる
ように、会社員を中心とする新中間層の子弟が
東京の私立中学校在籍者の中核をなすようにな
る。それは私立中学校が東京府民の学校として
定着する過程でもあった。第 7 章は大正中期か
ら昭和を対象に、過酷な受験競争と入学難の実
態を追う。中学校進学熱の拡大とそれに伴う受
験競争の激化が問題となるなか、競争緩和策と
して公立中学校の入試改革が行われた。「内申
書」を重視し入試の平易化を進めたこの改革に
よって公立中学校はその力を弱め、相対的に私
立中学校の評価が高まる。結果として公立と私
立の格差は是正され、両者は東京の中学校とし
て平準化した。 
最終章は、日本の近代化の中で「上京」が果
たした役割についてまとめている。後発国日本
の近代化が成功した理由とはなにか。著者は、
一番の理由を、早くから近代学を基本とする公
教育制度が確立したところにみる。ところが、
トップダウンで整備した日本の学校制度は、そ
の拙速さゆえに様々なギャップやフリクション
も抱え込んでいた。このギャップを埋め、フリ
クションを和らげるひとつの有効な手段が「上
京」であったとまとめている。 
以上、簡単にその概要を述べたが、本書が使
った文献は、研究論文、図書、統計、新聞記事、
教育雑誌、公文書、自伝はもちろん、各地、各
種の学校が保管する学籍簿、学生名簿、学校誌、
周年誌など、膨大な数にのぼる。その斬新な分
析視角と対象領域の広さを知るだけでも、教育
史のみならず学校関係者にとって垂涎の書だと
いえる。読後、傍証に近代日本が抱えた「上京」
の一般的様子がわかれば、本書の幅と奥行はさ
らに広がると感じたが、それは欲張りというも
のか･･･。是非、ご一読されることをお勧めす
る。 
（ミネルヴァ書房、2012年 2月刊行、 
本体価格 6000円） 
 
